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経路帯域測定に基づくストリーム配送品質

推定法の研究

小松 義幸

現在，インターネットの発展によってその利用人口が増加し，通信量が増大している．こ

れにより，ネットワークの信頼性や安定性への要求が高まっている．しかし，現在のイン

ターネットはベストエフォート型の通信であり，品質保証はされてない．このため，通信品

質を一定に保つことが難しく，特にストリームによる映像配信では，その影響により映像の

乱れや途切れといった障害を発生させてしまう．

この問題を解決するためには，ネットワーク上にエンドホストが通信品質を把握すること

のできるシステムが必要である．特にエンドホストが利用可能な帯域を知ることで，送受信

するビットレートを調整し，パスの帯域を効率良く公平に使用して輻輳の発生を防ぐことが

重要である．

本研究では，リアルタイムに，低負荷でパスの利用可能帯域をトラフィック状況に応じて

公平に分配してネットワーク上のエンドホストに通知するモニタリングシステムを提案して

いる．そして，このシステムを ����を用いて実装し，実験環境上で性能評価実験を行って

他の帯域測定方式と計測時間や負荷を比較，その有効性を確認している．
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